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本叢書が，網羅的な調査を行うのに適当と考えたからである  4）。本稿の調査対象は表 1 に示す
33 冊となる。今回調査を行った 33 冊の内，鴨川納涼床に関する記載がある文献は，絵図のみ
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とし，その形式として床几を置く形式を「床几形式」，江戸期に見られる茶屋や護岸から張り出
した形式を「低床形式」，洪水を考慮し水面から約 3 m の高さに床がある現在の形式を「高床
形式」として考察を進める。
なお，鴨川納涼床の江戸期の名称については，調査に用いた名所案内記・地誌等の文献をま
とめた表 1 から名称だけを抜き出すと，「涼み」（1676 年），「四条河原の涼み」（1684 年），「河
原夕涼」（1685 年），「四條河原床納涼」（1689 年），「宮川納涼」（1689 年），「四條河原夕涼」
（1694 年），「四條河原の納
す ず み
涼」（1694 年），「夕涼」（1704 年），「四條の河原のすずみ」（1714 年），
















































































































・ 四季行幸で，祇園会　御旅まいり 14 日迄，18 日納涼
・ 奇観地で，6 月 7 日より 18 日まで，甘瓜，酒盃等
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る。本稿では年代別に 3 点の作品を対象とした。寛永期（1624～44 年）の作とされる静嘉堂文
庫の『四条河原遊楽図』では，中島と四条通りには歌舞伎を演じる芝居小屋，珍獣を見せる見
世物小屋が立ち並び，籠に乗った人々や，沿道を歩く人々が活き活きと描かれている。鴨川と
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に捉え，鴨川納涼の始まりは 17 世紀半ば以降と考える  9）。




















四條河原にて歌舞伎上るりさま 〳 〵しよげい日 〳 〵やむことをゑすして貴賤らうにやく男女つ
どひあつまる事おひたゝし印ニ不及是ゟ西へ入町」とあり，歌舞伎の賑わいのみを記述してい
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7 日から 14 日まで行われる御旅まいりと，18 日に行わる神輿洗と関係していることがわか

















文である『千種日記』の天和 3（1683）年 6 月 24 日の記述に「四条河原のすゝみのころ，かゝ
る事はいとおほく侍るにといふ。日暮て家に入，ともし火とをうかゝげさせて，又さけのみ，
わかき人，上瑠璃などかたりておもしろし」とある  19）。その後に「湯あみなどする」とあり，
床を用いた涼みかどうかは不明であるが，6 月 18 日の神輿洗の後も四条河原で涼みを楽しん
でいることがわかる。さらに暑くなる 6 月下旬から 7 月の期間も，納涼床を楽しみたいと思う
人々が多かったのであろう。
鴨川納涼床の期間については，前述の祇園会との関係を示している『京羽二重織留』に 6 月
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是ヲ涼ミト謂フ」，同書の十八日の神事祇園社神供に「夜ニ入リテ，神輿ヲ洗ヒ，則三社ノ神輿
ヲ於神輿屋ニ納ム，其式晦日之夜ノ如シ，四条河原涼ノ床，今夜ニ到テ，則止ム」とある  20）。
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几形式」の床を用いた茶屋が見られ，3 つの床の形態が確認できる資料である。床の上に赤い






できる最も古い視覚資料とされる  23）。本絵馬の絵図は，文政 2（1819）年に刊行された『扁額
規範』に編纂されており，祇園社旅所之図，祇園社絵馬，延宝 4（1676）年などと記載がある  24）。
絵図の描かれている範囲は，鴨川左岸の白川から四条橋の下流，八坂神社から四条小橋まで
で，護岸は寛文新堤で整備された石積である。橋は 3 枚の板が使われた仮橋で，川面と中島に














ら確認できる。元禄期に 7 つあった芝居小屋の南側が現在の京都四條南座（東山区 四条通大和
図 ２『鴨川遊楽図』（逸翁美術館　所蔵）
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しもにひろき川原もおしあい群集せり」とある  26）。鴨川納涼床の場所は 1694 年に発刊の『堀
河之水（巻二）』に記載のある三条の橋と五条の間から，20 年間後の 1714 年には三条から松原







洗に関係した 6 月 7 日から 18 日までの期間に変わりがないことがわかる  28）。
（ⅱ）鴨川納涼床の内容
鴨川納涼床の楽しみ方については，元禄 10（1697）年から享保 19（1734）年の間の天変地異
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また，当時の様子を示す絵図としては『花洛細見図』（1704 年）がある  31）。前述の『堀河之
水（巻二）』と同様に鴨川納涼床の部分図であり，全体の情景を知ることはできないが，詳細な





見聞集』の享保 6（1721）年 6 月 17 日に「夜より大雨，暁に至て鴨河筋洪水俄に出，茶屋，売
物，見世物等の小屋，床諸道具一時に漂流仕候，男女五，六人も溺死行衛不知と在之候，尤四
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とも留意すべき点である。
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（４）１750 年から １799 年
（ⅰ）鴨川納涼床の場所と期間
『都名所図会（巻之二）』に「四条河原夕涼み　は六月七日より始まり，同十八日に終わる」
とあり，従来の 6 月 7 日から 18 日の期間が踏襲されている。場所に関する記述は四条河原の
みで，その区間についての詳細な記述はない  36）。
その一方で，本居宣長が記した『在京日記』の宝暦 6（1756）年 7 月 29 日に「廿九日のよ，
四条川原へすゝみにいつ。近年，あとすゝみといひて，八朔迄は，すゝみのやうに茶屋の川床
もあり」とあり，近年を何処までと捉えるかにもよるが，1750 年の頃には，祇園会の期間だけ
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鴨川納涼床が更なる経済的な効果を生み出していることがわかる。














期間については，『旅日記』（1818 年）の 6 月の記述に「七日（略）此夜より四条河原涼み初
り賑成事，京都年中の第一とす。委細は図を見て知るべし。すゝみは十八日を仕舞とす」とあ
る  43）。その一方で，文久元（1861）年に記された『漫遊日記』で筆者の花房駿は，6 月 1 日に
四条，11 日に四条，13 日に二条辺り，15 日に四条川中，17 日の昼に糺の森，19 日に四条松
原辺り，21 日に四条で納涼を楽しみ，22 日に帰路についており，三日に一度の割合で納涼を
楽しんでいる  44）。この二つの文献から，18 世紀と同様に祇園会の期間に行われる「涼み」と，
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の森で納涼を楽しんでおり，納涼床は京都観光において重要な位置づけがあったと考える。
その情景を『鴨川風雅集』に掲載されている山口素絢，清瀾，西村芳園の作品から確認す





















こととなった。期間については当初の 6 月 7 日から 18 日の 12 日間から，18 世紀半ばには「後
涼み」として 7 月末まで行われるようになり，江戸後期になると 6 月 1 日に鴨川納涼床を楽し
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どの研究等も踏まえて体系的に整理する必要がある 48,  49）。
現在，鴨川の右岸では約 100 店舗が二条から五条までの間で高床形式の床を用いて営業して
おり，その期間については京都府が 1999 年と 2000 年に期間の延長を認めたことに伴い，5 月
1 日から 5 月 31 日までを「皐月の床」，6 月 1 日から 8 月 16 日までを「本床」，8 月 17 日から
9 月 30 日までを「後涼み」と称し，江戸期（旧暦の 6 月から 7 月）の 2.5 倍に当たる 5 か月間
にわたり多くの人々が鴨川納涼床を楽しみことができるようになった。店舗数も 1960 年ごろ












最後に，2012 年 9 月 21 日に拝聴した横田冬彦氏の講演が参考になったこと，お世話になっ
た京都府立京都学・歴彩館の方々にお礼申し上げたい。
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Evolution of the Kamo Riverside Summer Terraces in Kyoto
A study based on Guides to Famous Places (Meisho Annaiki), Travel Notes 
(Kikoubun), and contemporary paintings
Michihisa SUZUKI
Abstract
The Kamo Riverside Summer Terraces comprise a long row of around 100 restaurants 
on the west side of the Kamo River, in the middle of the City of Kyoto. They are very 
popular during the summer months, when they are visited by many people. Their origin 
dates back to the early Edo period (about 350 years ago). For our research, we have drawn 
primarily upon documents from that period, from specialized fields, although unfortunately 
the dates they refer to are not always precise.
How and why the Terraces were established along the river is not completely clear. In 
order to examine the origins and transformations of the Summer Terraces over the years, 
taking into account the social context, we have relied heavily upon Guides to Famous Places 
(Meisho Annaiki), Travel Notes (Kikoubun), and contemporary paintings. Our findings indicate 
that the terraces at Shijo were originally built for the nearby Gion Tea Houses, for holding 
religious events, and that they gradually expanded, both up and down the river, and into the 
spring and autumn months.
There are other indications of evolution, as well. For example, in the beginning there was 
rivalry between the Terraces and the popular entertainments of Kabuki Theaters. Over time. 
interest in the shows on the Terraces, in the tea house-style, increased. Another important 
development was the role played by the construction of a new embankment during the 
Kanbun Era (1661–1673), because it established a clear distinction between the inhabited 
areas and the river itself.
Only a few documents deal directly with the origins of the Kamo Riverside Summer 
Terraces. Fortunately, we have been able to increase our understanding by also examining a 
variety of official documents (property deeds from the tea houses concerning the Terraces, 
accounts of the removal of the structures during floods, and records relating to the removal 
of dead bodies following quarrels).
Keywords:  Kamo Riverside Summer Terraces, the Gion Festival, Kamo River, Shijô- kawara, 
Famous Places Guides

